（Ｈ24年4月）

· 褒めているつもりでも褒められていない。上司と部下の認識ギャップ！
公益財団法人日本生産性本部が昨年6月から今年2月の間で実施した、課長と一般社員の「職場のコミュニケーションに関する意識調査」によりますと、双方とも概ねコミュニケーションは取れていると感じているものの、以下のような細かい設問では、その感じ方（認識）に大きなギャップの存在が明らかになりました。
· 「情報が共有されている」と感じている割合は、上司68.0％に対して部下は45.1％にとどまっている。
· 上司の88.9％が「部下を理解できている」と感じているが、部下が「自分を理解してくれている」と感じる割合は62.2％にとどまっている。
· 上司の85.6％が「部下の話をじっくり聴く方だ」としているが、部下が「自分の話をじっくり聴いてもらっている」と感じる割合は68.2％にとどまっている。

· 「仕事で成果を上げたり、他の見本となる行動をとった部下に対し、どのように対応していますか？」という設問に対し、上司の90.4％が「褒めている」と回答しているが、「褒められている」と回答した部下は49.9％にとどまっている。
これらのギャップはいったいどこからくるのでしょうか？なぜ上司の思いがうまく伝わらないのでしょうか？
「部下は褒めて育てろ！」とよく言われます。褒められると人間の脳内ではセロトニンという物質が分泌され、満足感、幸福感、安心感が得られることでより一層仕事に対する意欲が出てくると考えられているからです。しかし、褒めるという行為は簡単なようで非常に奥深いものがあります。

まず、上司と部下に信頼関係が存在しないと、言葉では褒められたとしても部下はそれを素直に受け止めることはしません。あんな上司に褒められても全然うれしくない。何か裏があって、あるいは皮肉を込めて自分を褒めているのではないか？等々。その結果、部下には褒められたという意識が全く残らないことになります。
次に、「すごい」「エライ」「さすが」といったうわべだけの抽象的な褒め言葉を連発した場合には、かえって逆効果になってしまうことがあります。なぜなら、褒められる側には褒めてもらいたいツボというものがあり、それをはずして褒めたとしても、自分は理解されていないと感じるだけだからです。上司たるもの、部下が評価してもらいたいと感じている部分を、その性格や普段の行動から予め把握しておく必要があります。
さらに、褒めるポイントは成果だけではないということを認識しておかなければなりません。日常の仕事の中で成果が現れる場面などたかがしれています。成果のみにこだわっていては褒める回数が限られ、場合によってはその機会がないかもしれません。であるならば、成果以外に仕事に取り組む姿勢やプロセスを、しっかり褒めてあげることが重要です。細かな部分を評価することで、部下は上司にしっかり見てもらっているという安心感を抱くことになるからです。

行動に移すことは簡単ではありませんが、部下との信頼関係を築くためにも普段から会話の量を増やし、ひとりの対等な人間として関心を持ち、小さなことでも数多く褒める。その積み重ねがこのギャップを埋めてくれるものと確信しています。　（工藤克己）
